
定

会員諸君から大体次の事柄lを御含みの上投舗を期待します.

1. 藻類に関する小論文{和刻，綜説，論文抄銭智雄録等.

2. 原稿掲載の取捨，掲識の順序，体議及び校正は役員会に一任@乙と.

3~ >>u刷の費用は著者負担とする.但し小論文，録説，総合抄織に限りその岡部分

の費用捻会にて負担す.Qo

&小論丸綜麹，鎗合紗録は400字諮原稿用紙U枚位迄，其他は岡上6枚位弱音旨

健康とし図版等のスペース捻蕗の内に含まれる.

倫小論文，線説低限~. :欧文題目及び本文半頁以内の欧文繍麗を付するとと，欧文

除腐る可<.1E.重量請を用うること.

5.原摘は事仮名混り，横賓としなおぺ(400字詰原稿用紙を周当るζk.

規稿投

館学会に関する通績は，札蝿ifj北大理学部植物学教室内本会庶m.会計叉fほ編集幹
事宛とし幹事の個人名は一切使用lせ砲ょう l特に注窓のζと.
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編集書量発行者 中 村 義 輝

護官覇市新宮町北海道大挙理学部海Oi研究所

傾和58年12月却目印卿
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者 山ヰ王争富

札島宿泊三条来七丁目三朗~脅地
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